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今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
４
７
０
余
年

の
昔
、
日
本
中
に
晴
天
が
続
き
、
作

物
が
育
た
ず
、
田
植
え
も
で
き
ず
人
々

が
困
り
果
て
て
い
ま
し
た
。

　
折
し
も
６
月
６
日
、
神
様
の
お
告
げ

に
よ
り
、
時
の
天
皇
が
賀
茂
神
社
に
詣

で
、
梅
を
賀
茂
別
雷
神
に
奉
納
し
て

祈
っ
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
雷
鳴
と
と

も
に
大
雨
が
降
り
は
じ
め
、
五
穀
豊
穣

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
こ
の
故
事
に
ち
な
み
、
毎
年
６
月
６

日
が「
梅
の
日
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
日
本
記
念
日
協
会
の
認
定
記
念
日
）

　
一
二
二
一
年
承
久
の
乱
で
東
軍（
鎌

倉
幕
府
側
）の
武
士
に
兵
糧
と
し
て
梅

干
し
入
り
の
お
に
ぎ
り
が
配
ら
れ
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
梅
干
し
が
全
国
に
広

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
小
中
学
校
の
学
校
給
食
で
梅
干
し

お
に
ぎ
り
を
作
って
食
べ
る（
梅
干
し

は
み
な
べ
ア
グ
リ
５
よ
り
、
お
米
は

新
潟
県
南
魚
沼
市
よ
り
南
魚
沼
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
ご
提
供
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。）

◆
町
内
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
で
梅

干
し
お
に
ぎ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
を
加
え

て
も
ら
う

◆
町
内
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
普

段
よ
り
多
く
梅
干
し
お
に
ぎ
り
を

扱
って
も
ら
う

　

町
で
は
、
平
成
26
年
10
月
１
日
に

「
梅
干
し
で
お
に
ぎ
り
条
例
」
を
施
行

し
、
平
成
27
年
６
月
６
日
に「
梅
で
健

康
の
ま
ち
」を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
、
宣
言
を
受
け
、
平
成

28
年
か
ら
は「
６
月
６
日
の
梅
の
日
に
、

う
め
ぼ
し
お
に
ぎ
り
を
食
べ
る
」
習
慣

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

６
月
６
日「
梅
の
日
」の
い
わ
れ

梅
干
し
の
普
及

町
の
取
り
組
み

６
月
６
日
は「
梅
の
日
」で
す
。

～ 
梅
に
感
謝
し
、日
々
の
健
康
へ
の
願
い

を
込
め
て
、う
め
ぼ
し
お
に
ぎ
り
を
食
べ
、

家
庭
に
梅
の
あ
る
暮
ら
し
を 

～

６
月
６
日
の
町
内
で
の

主
な
取
り
組
み
予
定

昨年、「梅の日」に岩代小学校で

ふるさと応援寄附　2,794名、3,104万円

６月１日〜６月７日は「水道週間」です

　みなべ町ふるさと応援寄附（ふるさと納税）は、
みなべ町の出身者の方やみなべ町に親しみや共
感を覚えてくださる方に、寄附をしていただくことに
より、みなべ町のふるさとづくりを応援してもらう制
度です。
　平成30年度(H30.4.1～H31.3.31)は、2,794
名の方に、合計3,104万円もの寄附をしていただ
きました。ありがとうございました。
　希望する返礼品は、約７割が梅干し（右の円グラ
フ参照）で、月別申込者数等は下記のとおりです。

　「いつものむ　いつもの水に　日々感謝」は、今年の水道週間のス
ローガンです。
　水は生活に不可欠なものであり、その水の安定的な供給を目指して
これまで水道の整備が図られてきました。今や水道は生活基盤として欠
かせないものとなっています。
　その一方で水道施設の老朽化や耐震化の遅れ、給水人口の減少な
どの課題に直面しています。
　こうした現実に対応し、将来にわたり持続可能な水道とするために
は、水道の基盤の強化に取り組む必要があり、みなべ町でも、皆様の生
活を守るため努めておりますが、全国と同じように経営が厳しく、料金の
見直しが迫られており、やはり皆様のご協力が必要となります。
　この週間に、今一度、皆様に水道の大切さについて、考えていただけ
れば幸いです。

みなべ町では、皆様からの寄附金を有効に使い、ふるさとづくりとなる事業を進めていきます。
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　４月23日に前田秋男さん（再任）、４月26日に湯川元さん（新任）に自衛隊和歌山地方協力本部長、みなべ町長連
名の自衛官募集相談員委嘱状が手渡されました。
　自衛官募集相談員は、自衛官に関する情報提供・相談・アドバイスなど行ってくれています。
　相談員の任期は、平成31年４月１日から２年間です。

　４月23日、南部公民館で新入生６名を迎え、入学式・
始業式を行いました。
　在校生を代表し、新家昭煇さんが、「長寿大学は、月
１回の講座で、歴史や健康学習、県外学習等が予定さ
れています。中間や期末テストは一切ありませんので、
安心してください。」と歓迎の言葉を述べ、新入生代表
の田口義男さんは、「仕事の都合で遅れての入学となり
ました。梅干しをしっかり食べて頑張りたい。」と挨拶さ
れていました。

前田さん 湯川さん

優勝「熊岡Dチーム」

赤松さん　　　　　尾田さん

　５月２日、阪神甲子園球場で行われた阪神対広島戦
で「紀州みなべ南高梅デー」と銘打ったイベントを行
いました。
　試合開始前に「うめ娘」や町長が球場の入場ゲー
トで来場者に梅干とパンフレットを配布しました。
　また両チームへの梅干しの贈呈式では、うめ娘の
岡本千鶴さん、馬場本麻里さんが阪神の高山俊選手
と広島の曽根海成選手に梅干しを贈呈し、「みなべの
梅とみなべ町」をPRしました。
　この球場でのイベントは、阪神球団関係者と親交が
ある井口富雄さん、井口修一さんの紹介がきっかけで
実現しています。

　４月27日、第15回町長杯ゲートボール大会を共和球
場で開催しました。当日は８チーム、45名が参加し、強
風の中、一生懸命にプレーしていました。
　開会式では、参加者最高齢の楠本正一さん89歳

（熊岡）に表彰状と記念品が贈られました。　
　優勝が「熊岡Dチーム」、準優勝「高城チーム」となり
ました。
　優勝チームのメンバーは次の皆さんです。
　岡田政吉、福井京子、 本禎二、畑﨑清弘【敬称略】

　５月７日、役場で、永年にわたり、みなべ町体育協会
会長と副会長を務められ、平成31年３月31日に退任さ
れました尾田さんと赤松さんに町から感謝状を贈呈しま
した。
　尾田さんは体育協会会長を平成17年から14年間、
赤松さんは体育協会副会長を平成23年から８年間務
められました。　尾田さんは、「皆さんにご協力いただき
ながら、ここまでやってきました。今後も町のスポーツの
発展とスポーツ環境の充実を願っています。」と話して
くれました。

前
まえだ

田秋
ときお

男さん、湯
ゆかわ

川元
はじめ

さんが自衛官募集相談員に 南部長寿大学の入学式・始業式

今年で14回目「紀州みなべ南高梅デー」

第１５回 みなべ町長杯ゲートボール大会

尾
おだ

田真
しんじ

次さん、赤
あかまつ

松宗
そうてん

典さんに感謝状を贈呈
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補
助
金
額

①
当
事
業
に
要
す
る
費
用（
実
費
）と

撤
去
す
る
ブ
ロッ
ク
塀
等
の
面
積
１
㎡

に
つ
き
３
５
０
０
円
を
乗
じ
た
金
額
と

を
比
較
し
て
、
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額

の
２
分
の
１
以
内
の
金
額

②
当
事
業
に
要
す
る
費
用（
実
費
）と

撤
去
す
る
ブ
ロッ
ク
塀
等
の
面
積
１
㎡

に
つ
き
３
５
０
０
円
を
乗
じ
た
金
額
及

び
改
善
を
す
る
フ
ェ
ン
ス
等
の
延
長
１

ｍ
に
つ
き
１
万
２
０
０
０
円
を
乗
じ
た

金
額
の
合
計
を
比
較
し
て
、
い
ず
れ
か

少
な
い
金
額
の
２
分
の
１
以
内
の
金
額

※
①
②
の
金
額
に
１
０
０
０
円
未
満
の

端
数
が
生
じ
た
場
合
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
ま
す
。

　

補
助
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
総

務
課
への
申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
方
法
等
に
つ
い
て
、
く
わ
し

く
は
、
総
務
課
消
防
防
災
室（
℡
72 

‐ 

２
１
４
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

町
で
は
地
震
発
生
時
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
な
ど
に
よ
る
被
害

の
軽
減
及
び
避
難
路
の
寸
断
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

　

ま
た
、
均
等
割
額
の
５
割
軽
減
、

２
割
軽
減
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

令
和
元
年
度
保
険
料
額
の
通
知
は
、

７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
住
民
福
祉
課 

後
期

高
齢
者
係
ま
た
は
、
和
歌
山
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
℡
０
７
３ 

‐ 

４
２
８ ‐ 

６
６
８
８
）ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課
で
発
行
し
て
い
る
納
税
通

知
書
や
各
種
証
明
書
な
ど
の
文
書
は
、

事
務
処
理
の
関
係
上
、
５
月
１
日
以

降
も
年
度
表
記
は「
平
成
31
年
度
」と

な
り
ま
す
が
、
法
律
上
の
効
果
は
変
わ

り
ま
せ
ん
の
で
、「
平
成
31
年
度
」
を

「
令
和
元
年
度
」に
読
み
替
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
通
知
日
や
納
期
限
な
ど
の

日
付
は
、
５
月
１
日
以
降「
令
和
」の

表
記
と
な
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
鶴
の

湯
温
泉
・
国
民
宿
舎
紀
州
路
み
な
べ

で
利
用
で
き
る
入
浴
料
補
助
券
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
補
助
券
を
提
示
す

る
こ
と
で
通
常
６
０
０
円
の
入
浴
料
が

３
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳
以

上
の
方

※
令
和
元
年
度
内
に
65
歳
に
な
ら
れ
る

方
は
誕
生
日
に
達
し
て
い
な
く
て
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

補
助
券
発
行
場
所

　

み
な
べ
町
役
場
健
康
長
寿
課（
ふ
れ

愛
セ
ン
タ
ー
）・
住
民
福
祉
課
・
高
城

　

毎
年
、
軽
自
動
車
税
を
納
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
送
付
し
て
い
る
軽
自
動

車
税
納
税
通
知
書（
窓
口
納
付
）は
、

納
税
後
、
過
去
の
軽
自
動
車
税
に
未

納
が
な
け
れ
ば
、
右
端
は
車
検
用
の
納

税
証
明
書
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

　

役
場
で
は
、
納
税
証
明
書
を
紛
失

さ
れ
た
方
等
に
再
交
付
し
て
い
ま
す

が
、
車
検
の
あ
る
年
な
ど
は
、
納
税

証
明
書
を
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　

令
和
元
年
度
町
税
の
納
期
限
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期

限
ま
で
に
納
付
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た

と
き
は
、
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金

が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

公
民
館
・
清
川
公
民
館

登
録
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
身
分
証
明
書

　
く
わ
し
く
は
、
健
康
長
寿
課
へ
。

※
す
で
に
補
助
券
を
持
って
い
る
方
で
、

紛
失
し
た
場
合
も
、
健
康
長
寿
課
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
現
況
届
を
６
月

初
旬
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
６
月
28
日
ま
で

に
必
要
な
書
類
を
添
付
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
６
月
分
以

降
の
手
当
の
支
給
が
遅
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
間　

　

令
和
元
年
６
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

ま
で（
土
・
日
を
除
く
）

提
出
先　

　
住
民
福
祉
課
ま
た
は
高
城
公
民
館
、

清
川
公
民
館

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入

の
皆
様
に
、
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
料
軽
減
措
置
が
変

更
さ
れ
ま
す
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く

負
担
す
る
均
等
割
額（
４
万
５
８
１
２

円
）と
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
決

ま
る
所
得
割
額（
８
・
80
％
）の
合
計

額
で
す
。
世
帯

の
所
得
が
低
い

方
に
対
し
て
は

均
等
割
額
が
軽

減
さ
れ
る
措
置

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
均
等
割
額

の
軽
減
措
置

が
下
記
の
と
お

り
変
更
さ
れ
ま

す
。

耐
震
対
策
を
実
施
す
る
方
に
対
し
、

費
用
の一部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
者

　
ブ
ロッ
ク
塀
等
を
所
有
す
る
法
人
や

個
人
ま
た
は
、
当
該
所
有
者
と
親
族

関
係
に
あ
る
者
な
ど
で
す
。

　
た
だ
し
、申
請
日
に
お
い
て
町
税（
国

民
健
康
保
険
税
を
含
む
）を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
。

対
象
事
業

①
ブ
ロッ
ク
塀
等
の
撤
去
事
業

　

避
難
路
に
面
し
、
地
震
等
に
よ
り

倒
壊
の
危
険
性
の
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

（
高
さ
が
０・
６
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る

も
の
）を
幅
２
メ
ー
ト
ル
以
上
撤
去
す

る
も
の

②
ブ
ロッ
ク
塀
等
の
改
善
事
業

　

①
の
撤
去
事
業
に
あ
わ
せ
て
、
フ
ェ

ン
ス
等
他
の
塀（
転
換
後
の
フ
ェン
ス
等

の
幅
が
２
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、フェ

ン
ス
の
高
さ
は
基
礎
を
含
め
て
１
メ
ー

ト
ル
以
上
か
つ
基
礎
の
高
さ
は
地
盤
面

か
ら
０・５
メ
ー
ト
ル
以
下
）へ
転
換
す

る
事
業

※
避
難
路
に
面
し
て
い
る
部
分
の
み
対

象
。
ブ
ロッ
ク
塀
か
ら
ブ
ロッ
ク
塀
へ
の

改
善
は
対
象
外
。

健
康
長
寿
課（
℡
74-

3
3
3
7
）か
ら

高
齢
者
向
け
入
浴
料
補
助
券
に

つ
い
て くらし

の
情  報

児
童
手
当
等
の「
現
況
届
」は

６
月
28
日
ま
で
に
提
出
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
軽
減
措
置
が
変
更
さ
れ
ま
す

各
税
目
と
期
別
納
期
限

住
民
福
祉
課（
℡
72-

2
1
6
1
）か
ら

税
務
課
に
お
け
る
５
月
１
日

以
降
の
年
度
表
示
の
取
扱
い　

税
務
課（
℡
72-

2
1
6
2
）か
ら

車
検
の
際
は
軽
自
動
車
税
納
税
通

知
書
の
納
税
証
明
書
の
ご
使
用
を

町
税
は
納
期
限
内
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・
改
善
に

対
す
る
補
助
に
つ
い
て

消
防
防
災
室（
℡
72-

2
1
4
2
）か
ら
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今
年
も
教
科
書
展
が
、
６
月
14
日

㈮
～
28
日
㈮
ま
で
、
南
部
公
民
館
の
１

階
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
展
示

会
で
は
、
現
在
小
・
中
学
校
で
使
わ

れ
て
い
る
教
科
書
及
び
来
年
度
以
降
、

小
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

幼
稚
園
で
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
楽

し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
。
と
も
だ
ち
い
っ

ぱ
い
つ
く
ろ
う
よ
！

日
時　
６
月
15
日
㈯
午
前
９
時
30
分

～
10
時
40
分

場
所　

南
部
幼
稚
園（
み
ん
な
の
広

場
・
園
庭
）

対
象　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

内
容　

☆
歌（
園
児
が
歌
の
披
露
）　

☆
お
話（
職
員
に
よ
る
楽
し
い

話
な
ど
）

☆
園
庭
や
み
ん
な
の
広
場
で
、

す
き
な
遊
び
を
楽
し
む

　

夏
休
み
期
間
中
の
学
童
保
育
所
臨

時
指
導
員（
ア
ル
バ
イ
ト
）を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
10
名
程
度

応
募
資
格　
高
卒
以
上（
大
学
生
可
）

募
集
期
間　
令
和
元
年
６
月
３
日
㈪

～
７
月
５
日
㈮

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
を
除
く
）

雇
用
予
定
期
間　

令
和
元
年
７
月
20
日
㈯
～
８
月
28

日
㈬

提
出
書
類

○
履
歴
書（
市
販
品
）

○
保
育
士
・
教
諭
免
許
を
取
得
さ

れ
て
い
る
方
は
、
免
許
状
の
写
し

※
書
類
審
査
及
び
面
接
の
上
、
雇
用

を
決
定
し
ま
す
。

提
出
先　

　
教
育
学
習
課
幼
児
教
育
室　

※
提
出
は
郵
送
で
も
可
。
た
だ
し
、

令
和
元
年
７
月
５
日
㈮
ま
で
に
必
着
の

こ
と
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
９
時

30
分
ま
で
に
南
部
幼
稚
園（
℡
72 

‐ 

２
３
５
８
）ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法

家
中
の
水
道
の
蛇
口
を
閉
め
る

　
　
　
　
↓

水
道
メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
を
開
け
る

　
　
　
　
↓

真
ん
中
の
銀
色
の
パ
イ
ロッ
ト
が

回
って
い
な
い
か
を
確
認

　
も
し
、
こ
の
時
に
パ
イ
ロッ
ト
が
ゆ
っ

く
り
と
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
で
す
。

　
そ
の
場
合
、
応
急
措
置
と
し
て
メ
ー

タ
ー
の
隣
の
止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
か
ら
み
な
べ
町
指
定
給
水
工

事
事
業
者
へ
早
急
に
修
理
を
依
頼
し
て

　
く
わ
し
く
は
、
幼
児
教
育
室（
℡
74 

‐ 

3
7
3
8
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
み
な
べ
町
で
は
、
町
内
出
身
の
大
学

生
に
対
し
、
学
費
等
へ
の
支
援
の
た
め

給
付
型
奨
学
金
交
付
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
者　

み
な
べ
町
に
居
住
す
る
者

ま
た
は
居
住
す
る
者
の
子
弟
で
あ
る
こ

と
。
そ
の
他
、
要
件
が
あ
り
ま
す
。

給
付
額
と
人
数　

一年
間　
一人
20
万
円

令
和
元
年
度
は
３
名

申
込
期
間 

令
和
元
年
６
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

要
件
等
く
わ
し
く
は
、
教
育
学
習
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

学
校
評
価
と
は
、
各
学
校
が
自
ら

の
教
育
活
動
や
そ
の
他
の
学
校
運
営

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
公
共
下
水
道
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
漏
水
に
よ
っ
て
、
下

水
道
使
用
料
を
減
免
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
下
水
道
係（
℡
72 

‐ 

３
６
０
５
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
漏
水
に
よ
る
水
道
料
金
の
減
免
措

置
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
権
と
は
、
人
が
人
間
ら
し
く
生

き
て
い
く
権
利
で
、
す
べ
て
の
人
が
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
権
利

で
す
。
人
権
は
日
本
国
憲
法
で
、
全

て
の
国
民
に
保

障
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

互
い
に
相
手

を
思
い
や
り
、

自
分
の
人
権
も

相
手
の
人
権
も

大
切
に
守
り
な

が
ら
、
共
に
幸

に
つ
い
て
、
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達

成
状
況
や
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
の

適
切
さ
な
ど
を
評
価
す
る
こ
と
で
す
。

評
価
を
元
に
、
学
校
と
し
て
組
織
的
・

継
続
的
な
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
南
部
幼
稚
園
と
各
小
中
学
校
で
は
、

平
成
30
年
度
自
己
評
価
・
学
校
関
係

者
評
価
を
実
施
し
、
自
己
評
価
書
と

学
校
関
係
者
評
価
書
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
教
育
委
員
会
が
、
各

校
の
評
価
書
を一冊
の
冊
子
に
ま
と
め

ま
し
た
。
こ
の
冊
子
を
各
公
民
館
と
ゆ

め
よ
み
館
に
置
い
て
い
ま
す
の
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

町
内
の
学
校
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
水
田
さ
ん
、
宮
本
さ
ん
、

土
井
さ
ん
、
堀
口

さ
ん
が
小
・
中
学

生
や
保
護
者
の
方

の
相
談
に
応
じ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

教
育
学
習
課（
℡
74-

２
１
９
１
）か
ら

夏
休
み
期
間
中
の
学
童
保
育
所

臨
時
指
導
員
を
募
集

　

相
談
し
た
い
時
は
、
あ
ら
か
じ
め

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
へ
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。（
相
談
の
際
は
、
小
学
生
は
保
護

者
も
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

相
談
の
場
所
・
時
間
等
は
、
左
表

の
通
り
で
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
奨
学
金（
給
付

型
）に
つ
い
て

町
内
幼
稚
園・小・中
学
校

評
価
書
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の

心
強
い
相
談
相
手
で
す

せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い
て
い
く
こ

と
が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

　

町
で
は
毎
月
１
回
、
人
権
擁
護
委

員
さ
ん
が
人
権
に
関
す
る
相
談
な
ど
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校

で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る「
男
女
共

同
参
画
社
会
」を
実
現
す
る
た
め
に
は 

政
府
や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、

国
民
の
み
な
さ
ん一人
ひ
と
り
の
取
組

が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
２
０
１
９
年
度
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
男
女
共
同
参「
学
」」

「
知
る 

学
ぶ 

考
え
る 

私
の
人
生 

私

が
つ
く
る
」

こ
ま
め
な
チ
ェ
ッ
ク
を
！ 

水
道

メ
ー
タ
ー
で
漏
水
が
わ
か
り
ま
す

生
活
環
境
課（
℡
72-

３
０
８
５
）か
ら

６
月
23
日
～
29
日
ま
で

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す

６
月
１
日
は
、人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

総
務
課（
℡
72-

２
０
５
１
）か
ら

教
科
書
展
が
南
部
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
す

南
部
幼
稚
園
開
放
講
座　

パ
イ
ロ
ッ
ト



10広報みなべ 2019.6広報みなべ 2019.611

　
令
和
元
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
が
、

左
記
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

狩
猟
免
許
の
受
験
を
希
望
さ
れ
る

方
は
日
高
振
興
局
農
業
水
産
振
興
課

（
℡
０
７
３
８ ‐ 

24 ‐ 

２
９
２
６
）ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得

し
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
従
事
す
る
農

業
者
等
の
方
を
対
象
に
、
狩
猟
免
許

取
得
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
産
業
課
へ
。

　
「
労
働
保
険
」と
は
、
労
働
保
険
と

雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
、
年

度
当
初
に
労
働
保
険
料
を
概
算
で
申

告
・
納
付
し
、
翌
年
度
当
初
に
確
定

精
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
手
続
を「
年
度
更
新
」と
い
い
ま
す
。

　

事
業
場
あ
て
に
年
度
更
新
用
の
申

告
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書

を
作
成
の
上
、
６
月
３
日
～
７
月
10
日

ま
で
の
間
に
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
和
歌
山
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
室（
℡
０
７
３ 

‐ 

４
８
８ ‐ 

１
１
０
２
）へ
。

　

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
心
理
学・福
祉・経
済・歴
史・文
学・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の

幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
出
願
期

間
は
、
第
１
回
は
８
月
31
日
ま
で
、
第

２
回
は
９
月
20
日
ま
で
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
放
送
大
学
和
歌
山

学
習
セ
ン
タ
ー（
℡
０
７
３ 

‐ 

４
３
１ 

‐ 

０
３
６
０
）へ
。

　
み
な
べ
町
の一部
地
域
に
お
い
て
、
一

般
社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈｚ
利
用
推
進

協
会
に
よ
る
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
工

事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
工
事
は
、
携
帯
電
話
事
業
者

が
、
新
た
に
７
０
０
Ｍ
Ｈｚ
帯
の
周
波

数
を
用
い
た
携
帯
電
話
シ
ス
テ
ム
の
運

用
を
開
始
す
る
際
、
そ
の
電
波
が
テ
レ

ビ
ア
ン
テ
ナ
で
強
く
受
信
さ
れ
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の「
映
像
が
乱

れ
る
」「
映
ら
な
く
な
る
」
な
ど
の
影

響
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が

出
る
お
そ
れ
の
あ
る
家
庭
に
は
、
チ
ラ

シ
の
配
布
や
担
当
者
が
訪
問
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
担
当
者
は
身
分
証
明
書
を
所
持
し

て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
一
般
社
団
法
人

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会　

テ

レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
１
２
０ ‐ 

７
０
０ ‐ 

０
１
２
）へ
。

　

自
衛
隊
で
は
、
陸
・
海
・
空
自
衛

官
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

身　
　

分　
特
別
国
家
公
務
員

募
集
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

男
女

※
32
歳
の
方
は
、
条
件
が
あ
り
ま
す
。

試
験
期
日　
令
和
元
年
６
月
29
日

場　
　

所　
和
歌
山
県
民
文
化
会
館

　
　
　
　
　
（
大
会
議
室
）

受　
　

付　
試
験
日
の
前
日
ま
で

　

く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
御
坊
地
域

事
務
所（
℡
０
７
３
８ ‐ 

23 ‐ 

０
０
２
０
）

へ
。

事
業
主
の
皆
様
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
に
つ
い
て

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

和
歌
山
労
働
局
か
ら

自
衛
隊
か
ら

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
工
事
の

お
知
ら
せ

７
０
０
Ｍ
Ｈｚ
利
用
推
進
協
会
か
ら

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

産
業
課（
℡
72-

１
３
３
７
）か
ら

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
か
ら

狩猟免許試験の開催日時・場所

松
まつば

葉  なつき
上南部こども園保育士

南 道

子ども達一人ひとりの
個性を大切にしなが
ら、保育をしていきた
いです。よろしくお願
いします。

岡
おかざき

﨑  千
ち　り

莉
税務課主事補

田辺市

1つ1つ丁寧な仕事を
し、皆様のお役にたて
るよう頑張ります。
これからよろしくお願い
します。

松
まつば

場  美
み　ち

智
南部幼稚園教諭

南 道

子どもの持つ可能性を
信じ、一人ひとりの良
さを引き出せるよう頑
張ります。

寺
てらもと

本  侑
ゆうへい

平
生活環境課主事補

東本庄

少しでも早く仕事を覚
えて、みなべ町に貢献
できるように頑張りま
す。

井
いぐち

口  菊
きくえ

江
上南部こども園保育士

晩 稲

子ども達が毎日笑顔で
過ごせるように頑張り
たいと思いますので、
よろしくお願いします。

福
ふくだ

田  麻
ま　り

里
健康長寿課主事補

芝

母子保健を担当してい
ます。子育てをされて
いる皆様のサポートが
できるよう精一杯頑張
ります。

永
ながい

井  克
かつみ

実
教育学習課主事補

徳 蔵

住民の方に喜んでもら
えるような仕事をして
いきたいと思いますの
で、よろしくお願いしま
す。

新規採用職員の紹介
4月から7名が新しく職員となりました。
それぞれの部署で頑張っていますので、よろしくお願いします。
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対象者	 町在住の65歳以上の方　
	 ＊なるべく全日程参加できる方（全11回）
期　間	 令和元年7月4日～9月26日（週１回・毎週木曜日）
　　　　13時～15時30分（ふれ愛センター出発から解散まで）
場　所　プレジール（田辺市）（ふれ愛センターからバスで送迎）
内　容　ストレッチ（プールでのエクササイズなど）
持ってくるもの　水着・バスタオル・スイムキャップ・フェイス
　　　　　　　　タオル・飲み物
利用料　無料（ただし、今まで水中教室に参加したことがある方は

1回500円）
　　　　※申し込み時にスポーツ保険料1,210円が別途必要
定　員　24名（申込者多数の場合は初心者を優先）
申込締切　６月20日（木）まで
　　　　地域包括支援センター（℡74－8065）へ。

助 　 成 　 額	 １年度につき上限５万円（1夫婦につき）　　　
助　成　期　間	 連続する２年間
対象となる治療	 タイミング療法、不妊の原因を調べる検査、人工授精など
対 　 象 　 者	 法律上婚姻している夫婦、その他要件があります。

 体外受精や顕微受精（特定不妊治療）をされる方へ
和歌山県から特定不妊治療として助成の対象となります。
県の助成を受けた方は、みなべ町で上乗せ助成の制度もあります。
くわしくは、保健師（℡74－3337）へ。

 対 象 者
①令和元年度に、65歳・70歳・75歳・80歳・85
歳・90歳・95歳・100歳以上になる方
②接種時に60歳以上65歳未満の者であって、
身体障害者手帳1級程度に該当する方（心
臓、腎臓、若しくは呼吸器の機能障害または
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の障害）

妊娠届について

６月のトレーニング教室成人用肺炎球菌予防接種の
お知らせ

ハハ歯教室（いい歯のつどい）を開催

歯周疾患節目検診について

今年度40歳・50歳・60歳・70歳の方へ
　対象の方には、今年４月にミニドックの案内と一緒
に歯周疾患検診受診券を送付しています。
　ご自身で歯科医院に予約して、ぜひ受診してくだ
さい。
　受診券の有効期間は令和２年３月31日までです。

　みなべ町では不妊治療（体外受精及び顕微受精を除く不妊治療）に要す
る費用の一部を助成することにより、その経済的負担の軽減を図り、不妊治
療を受けやすくできる環境づくりを行っています。

　「みなべ・うき浮き倶楽部」は、室内
プールを利用して、水中でのウォーキング
や筋力トレーニングを行い、運動機能の
維持・向上を図ります。
　みんなと一緒に楽しく運動し、心も体も
リフレッシュしてみませんか。

　対象者には５月中に案内を送付しています。
※なお、①②に該当する方でも、今までにこの予防接

種を受けたことがある方は、対象にはなりません。
※過去に自費で接種し、町が接種歴を把握できてい

ない方に、案内が届いている可能性があります。
　その場合、案内が届いても補助の対象にはなり

ません。
　　接種を希望される方は、令和２年３月31日までに

接種してください。

　妊娠届の受付は、ふれ愛
センターで行っています。
　妊娠について気になること
があれば、遠慮なくご相談く
ださい。

６月３日（月）　上南部こども園・高城保・清川保
６月４日（火）　南部幼・南部保・ひかり保・
　　　　　　　愛之園保

６月４日～１０日は、歯と口の健康週間
「のばそうよ 健康寿命 歯みがきで」不妊治療費の助成について

「みなべ・うき浮き倶楽部」のご案内

開催日　７日・14日・21日・28日の金曜日
	 18：00～21：00	 自由にトレーニング
	 20：00～21：00	 健康運動指導士に	

	 よるリズム体操
場　所　はあと館（社会福祉センター）
対　象　町内在住・在勤の成人の方
持ってくるもの
	 室内用運動靴、飲み物、タオルなど
	 ※トレーニングに適した服装でお越しください。

５月31日（金）～６月６日（木）は

「禁煙週間」です！
子宮頸がん予防ワクチンの接種について

今年のテーマは
「2020年、受動喫煙のない社会を目指して
　～たばこの煙から子ども達をまもろう～」
この機会に禁煙について考えてみましょう

　国の通知により、町では現在、子宮頸がん予
防ワクチンの接種を積極的にはお勧めしていま
せん。下記の対象者で接種を希望される方は、
これまでどおり定期接種できますので、ふれ愛
センターへお申し込みください。
◆対象者　小学6年生から高校1年生の女子
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6月のテーマ展示
「梅しごと」

　いよいよ“梅”の収穫シーズン到来です。新鮮な青
梅が手に入るのも産地ならでは。梅の効能や栽培、
加工法、料理など、梅の魅力がいっぱい詰まった本
を紹介します。

「たのしい雨ふり」
　梅雨の季節はゆううつ…と、思いがちですが、雨
が好きな人だってたくさんいるにちがいない！
　今月は雨ふりが楽しくなる本を集めました。

　休止しておりました「ちいさいひとのためのおは
なし会」は、６月２７日(木)より、再開いたします。
なお、今後は月一回、毎月第4木曜日のみ開催とさ
せていただきます。

　図書点検整理のため、下記の期間中は休館いた
します。休館中の返却は、玄関右の返却ポストをご
利用ください。（CD・大型本等は返却不可）
期 間　６月３日(月)～６月14日(金)

町民の皆さんが普段の生活の中で、抱えている悩
みや困りごとを相談員の方に相談できる窓口です。

■人権・行政・登記相談
　◯６月４日（火）13：30～15：30
　　みなべ町役場

■消費生活巡回相談
　◯６月６日、20日（木）13：00～16：00
　　みなべ町役場

■生活お困り相談
　◯６月25日（火）13：30～15：30
　　みなべ町役場

■教育相談
　◯教育学習課
　　⃝学校は、℡74-2191へ。
　　⃝幼稚園、保育所、学童保育所は、
　　　℡74-3738へ。

■暮らしなんでも相談（町社協）
　◯毎週月～金曜日9：00～16：00
　　はあと館
　
■身近な民生委員・児童委員さんにご相談を

　民生委員・児童委員は相談内容に応じて必要
な支援が受けられるように行政や関係機関につ
ないでくれます。
　近くの民生委員・児童委員さんのお名前やく
わしいことは、住民福祉課（℡72-2161）へ。

■県による巡回職業相談
　◯６月14日（金）13：00～15：00　
　　南部公民館

相談員が求人情報を提供、また求職の相談を受
けます。くわしくは、日高振興局企画産業課（℡
0738-24-2911）へ。

■田辺年金事務所年金相談
◯６月８日（土）（9：30～16：00）
　同事務所（田辺市朝日ヶ丘　℡24-0432）へ
ねんきんダイヤル　0570-05-1165

（IP電話・PHSからは℡03-6700-1165へ）
月曜日　　　午前8：30～午後7：00
火～金曜日　午前8：30～午後5：15
第２土曜日　午前9：30～午後4：00
※月曜日が祝日の場合は翌日以降の開所日初日
に午後7：00まで相談をお受けします。
※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～1月3日
は休み

　梅農家のお二人に
よる、昆虫の写真と標
本の展示を行いまし
た。世代を問わず皆
で楽しめる、素敵な展
示になりました。

『ベニクラゲは不老不死
永遠に若返るスーパー生物のなぞ』

久保田信　監修／小野寺佑紀　著　（時事通信社）

　死にそうになると、何度でも若返る不死の生物・ベニ
クラゲ。なぜ、そんなことができるのか？そもそも寿
命ってなに？
　謎が多いクラゲの生態をわかりやすく解説しながら、
iPS細胞や生物の進化にもつながる話がもりだくさん。
大人も子どもも楽しめる科学本です。ちなみに、監修の
久保田さんは白浜在住。今も研究を続けるベニクラゲ博
士なのです。

1階

2階

ゆめよみ館は祝日も開館しています

	1日（土）	わくわくタイム（10：30～）
	 	おはなし会（14：00～）
	  3日（月）～14日（金）
	 	図書点検整理休館
	15日（土）	おはなし会（14：00～）
	17日（月）	休館
	22日（土）	ビデオ上映会（10：30～）
	 	おはなし会（14：00～）
	24日（月）	休館
	27日（木）	ちいさいひとのための
	 	おはなし会（0～3歳）
	 	（10：30～）
	28日（金）	休館（館内整理日）
	29日（土）	おはなし会（14：00～）

ゆめよみ館
6月のカレンダー

上南部分館 おはなしの会
6月はお休みです。

6月中、上南部分館、高城分室、清川
分室は、土曜日休館（室）します。

新 着 図 書 
今月のオススメ 

みなべのいきものたち展

ちいさいひとのためのおはなし会　再開のお知らせ

図書点検整理休館のお知らせ

そのほかにこちらも 

この他の新着図書は、
図書館ホームページからご覧いただけます。
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今月のオススメ 
■延長窓口実施日時
　◯毎週木曜日 17：15～19：00
　　（年末年始、祝日は除く）
■開設場所　　住民福祉課
■交付できる証明書　　
　◎住民票の写し ◎印鑑登録証明書
　◎マイナンバーカードの交付
■連絡先　住民福祉課 ℡72-2161

夜 間（土曜日）・小児救急診療所

延 長 窓 口

◯毎週土曜日18：00～21：30
　（年末年始、祝日は除く）
　田辺市高雄一丁目23-1
　（田辺市民総合センター内）℡26-4909へ

各 種 相 談
など

　住民福祉課では、平日の開庁時間に来庁
できない人のために、時間外に証明書などを
発行します。
　サービスを利用される場合は、必ず当日の
午後5時15分までにご連絡ください。
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　４月〜５月にかけて各小・中学校では、通学途中などの事故防止のため警察官や交通指導員の指導による
交通安全教室が開かれました。皆さん、交通ルールを守りましょう。

自転車を使用した交通安全教室（岩代小学校）

大切な命を守ろう！ 交通安全教室開催

4月中の異動
出生	 7人
死亡	 １4人
転入	 39人
転出	 ７5人
高齢化割合
（６５歳以上）３１．5％

人 の うご き

	 4月末現在	 （前月比）
	 男	 ６，０06人	 （－2２人）
	 女	 ６，６76人	 （－２1人）
	 人口	 １２，682人	 （－43人）
	世帯数	 ４，８07世帯	（－17世帯）


